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令和６年度 厚生労働科学研究費補助金（肝炎等克服政策研究事業） 

   分担研究報告書（自治体肝炎ウイルス検査陽性者対策） 

 

青森県の弘前市岩木地区の一般住民健診での 7年間での HBV 感染、HCV感染の経過 

 

研究分担者：飯野 勢  弘前大学医学部附属病院 消化器血液免疫内科 

 

研究要旨：青森県弘前市岩木地区の一般住民健診において 2016 年から 7 年後の 2023

年の評価では、HCVキャリアは存在しなく、HBVキャリアも減少し、共に治療を要する

症例は存在しなかった。しかし、HBs抗原陽性者の中で、定期検査を受けていない例も

少数存在した。肝がん年齢調整死亡率が全国的にも高い青森県において、肝炎ウイル

スの撲滅に向けて引き続き、定期検査の必要性を当地域の医療従事者も含めて啓発し

続けていくことが必要であると考えられた。 

A. 研究目的 

青森県では、75 歳未満の年齢調整死亡率

で肝がんの死亡率が上位を占めていたが、

2021 年に全国最下位となった。その要因の

解明の一部として、青森県弘前市岩木地区

での肝炎ウイルス感染について評価を行っ

た。2016年での一般住民健診参加者 1148人

に対する HBs 抗原や HCV 抗体陽性者の現状

を JDDW2016 にて報告してきた。7 年の経過

でウイルス性肝炎がどのように変化してい

るかの評価を行った。 

 

B. 研究方法 

弘前市岩木地区で行った一般住民健診で

ある岩木健康増進プロジェクトのデータの

解析を行った。岩木地区は弘前市の西部に

ある人口 10000 人程の農村部で、成人対象

者は 9000人程である。2016年に青森県弘前

市岩木地区の一般住民健診を受診した成人

1148 例（男性 455例、女性 693例）と 2023

年の成人健診受診者の 937例（男性 396例、

女性 540例）の比較を行った。2016年と 2023

年の両方ともに受診したのは 510 例であっ

た。HBs 抗原、HCV 抗体陽性例については、

当院診療録の調査を行った後に、全例に対

して詳細に電話での聞き取りを行った。治

療歴や通院歴がないものに対しては、当院

への受診を促し検査を行った。 
 

C. 研究結果 

1. 2016 年と 2023年の HBs抗原、HCV抗体

の陽性者 

 

HBs 抗原陽性者は 2016 年に 1.31%、2023

年に 0.85%、HCV 抗体陽性者は 2016 年の

2.87%から 2023年の 2.30%と共に 7年間で減

少を認めた。年齢ごとの推移では特に HBs

抗原陽性者は高齢に推移していた。 

 

2. HBｓ抗原陽性例の詳細 

 

2016 年の HBs 抗原陽性の中で初指摘は  

5例、定期検査なしは 6例存在した。 



 
 

－175－ 
 

 

2023 年の HBs 抗原陽性例は 8 例存在した

が、初指摘は存在せず、定期検査の自己中

断例が 2 例存在した。これらは定期検査に

結びつけられた。2016 年と 2023 年ともに

genotype B がほとんどで、いずれも肝障害

を認めていない症例で核酸アナログ製剤を

使用する症例は存在しなかった。 

 

3. HCV 抗体陽性例の詳細 

 

2016年の HCV抗体陽性者は 33例であたっ

たが、治療にて SVRが 16例、未治療 RNA陰

性が 11 例で、RNA 陽性が 6 例であり、全例

DAA 製剤にて治療を行った。 

 

2023年の HCV抗体陽性者は 22例存在した

が、治療にて 17例が SVRであった。その他

5例は全例 RNA陰性であった。これらの 5例

は抗体価もカットオフ値近傍であった。そ

の中の 2例は 2016年検査では HCV抗体陰性

であり、偽陽性であった可能性が高いと考

えられる。2023 年には HCV 感染では治療を

要するものは存在しなかった。 

 

D. 考察 

一般住民健診において 2016年から 7年後

の 2023 年の評価では、HCV 感染者は存在し

なく、HBV 感染者も減少し、HBV・HCV 感染

ともに治療を要する症例は存在しなかった。

また、HBV感染において東北地域は genotype 

Bが多いことが報告されているが、本調査で

は、genotype B が 7 割以上を占めていた。

青森県の津軽地区は特に genotype Bが多い

ことが示された。今回の検査により HBs 抗

原陽性者の中で、定期検査を受けていない

自己中断例の 2 例が定期受診に結び付けら

れた。 

青森県では、75 歳未満の年齢調整死亡率

で肝がんの死亡率が上位を占めていたが、

2021 年に全国最下位となった。このような

状況の中、ウイルス性肝炎は減少している

が、肝炎ウイルスの撲滅に向けて引き続き、

定期検査の必要性を当地域の医療従事者も

含めて啓発し続けていくことが必要である

と考えられた。 

 

E. 結論 

一般住民健診において 2016年から 7年後

の 2023 年の評価では、HCV 陽性者は存在し

なく、HBV 感染者も減少し、治療を要する症

例は存在しなかった。しかし、HBs 抗原陽性

者の中で、定期検査を受けていない例も少

数存在した。肝炎ウイルスの撲滅に向けて

引き続き、定期検査の必要性を当地域の医

療従事者も含めて啓発し続けていくことが

必要であると考えられた。 

 

F. 研究発表 

1.発表論文 

なし 
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2.学会発表 

飯野 勢，佐藤 論，遠藤 哲須，櫻庭

裕丈 7 年間での一般住民健診における

HBV 感染、HCV感染の経過 日本消化器病

学会雑誌 (0446-6586)121 巻臨増大会 
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G. 知的財産権の出願・登録状況 
1. 特許取得  

なし 

2. 実用新案登録  

なし 

3. その他  

なし 


